
 

 

 

 

 

 

 

「いのちは，自分が使える時間」 

 

福山市立新市小学校 
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〈指導者の言葉〉 
 
本校では，年間を通じて読書活動の推進として次のような取組を行ってい
ます。 
 
① 週に３回以上の１０分間朝読書により，読書に親しむ。 
② 自分で選んだ本を読んで読書貯金カードへの記録をすることにより，
好きな文や文章を選ぶ力を高め，自分の読書生活を振り返る。 
③ 図書ボランティアによる月１回の読み聞かせや，新市図書館司書によ
るブックトークを聴き，いろいろな種類の本に触れる。 
 
国語科の学習では，文章に対する感想を書いたり，話し合ったりする活動
を通して次のことを指導してきました。 
① 自分の体験と重ね合わせながら登場人物の気持ちを想像して読むこ
と。 
② 心に残った場面や言葉を中心に感想を話したり書いたりすること。 
さらに，夏休み前には，「本を使って調べよう」で図書館の工夫や調べ方
について学習したり，「本は友だち」でいろいろな本の紹介を聞いたりする
など，児童がたくさんの本に出会うことができるように取り組みました。 
 
この作品は，児童が保護者とともに図書館に行って本を選び，夏休みの課
題「読書感想文」として書いた作品です。児童が祖母の死を体験したことで，
「いのち」というものを考えるきっかけになり，３年生という年齢らしい素
直な気持ちで，著者の言葉を受け止めていることが感じられます。「いのち
は，時間」という心に残った言葉を中心にして自分の感想を書き，自分の生
き方や将来についても見直しています。読書によって得た知識や自分の感動
をまわりの人にも伝えたいという思いが伝わる優れた作品です。 

 


